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【飯綱町に対する意識調査】
～中学、高校年代からのアンケートを通して～
前号の特集では、飯綱町を離れたことのない若者、飯綱町を離れたけれど帰郷した若者の
率直な声をお届けしました。今回は、飯綱町在住の中学生、高校生に対してアンケートにて
意見をお聞きしました。これから未来に向かう学生たちは、どんな想いを持っているのか？その
リアルをお届けします。

調査対象：飯綱中学校全生徒と飯綱町在住の任意の高校生66名

編集委員　速水 克明、飯田 安彦、近藤 りえ子

【
問
１
】
学
年
と
性
別
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

中1
71名（25％）

高校生
66名（23％）

中2
75名（26％）

中3
75名（26％）

男
122名（43％）

女
137名（48％）

？
28名
（10％）

【
問
２
】
い
つ
か
ら
飯
綱
町
に
住

ん
で
い
ま
す
か
？

生まれたとき
から住んでいる
　67％

小学校に
入る前に
引っ越してきた
　20％

小学生のときに
引っ越してきた
　9％

中学生になって
引っ越してきた 3％

それ以降に
引っ越してきた
      1％
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【
問
３
】
飯
綱
町
は
住
み
や
す
い

ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
か
？

中 1

中 2

中 3

高校生

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100％

住みやすい

どちらかというと住みやすい
どちらともいえない

どちらかというと住みにくい

住みにくい

【
問
４
】
大
人
に
な
っ
て
も
、
飯

綱
町
に
住
み
た
い
と
思
い
ま
す

か
？

中 1

中 2

中 3

高校生

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100％

住みたい

どちらかというと
住みたい

どちらとも
いえない

どちらかというと住みたくない

住みたくない

【
問
４
︱
１
】
そ
う
思
う
理
由
は

何
で
す
か
？

【
編
集
委
員
に
よ
る
考
察
】

　

飯
綱
町
の
こ
と
が
好
き
だ
と
い

う
意
見
が
思
っ
た
よ
り
多
く
て
驚

き
ま
し
た
。
一
度
飯
綱
町
の
外
に

出
て
、
世
界
を
広
げ
て
み
た
い
と

い
う
子
ど
も
た
ち
も
多
か
っ
た
で

す
。
ま
だ
、
類
比
・
対
比
す
る
対

象
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず

は
経
験
す
る
こ
と
か
ら
見
聞
を
広

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
改

め
て
、
飯
綱
町
の
良
さ
な
ど
が
認

識
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

【
問
５
】
今
ま
で
飯
綱
町
に
住
ん
で

み
て
、
良
か
っ
た
事
・
う
れ
し
か

っ
た
事
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

【
編
集
委
員
に
よ
る
考
察
】

　

り
ん
ご
な
ど
の
果
物
や
お
米
が

お
い
し
い
。
緑
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

空
気
が
き
れ
い
で
自
然
が
豊
か
な

ど
田
舎
の
暮
ら
し
を
肯
定
的
に
捉

え
て
い
る
意
見
が
多
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
登
下
校
中
な
ど
に
ご
近
所

さ
ん
が
優
し
く
挨
拶
を
し
て
く
れ

る
な
ど
、
人
が
優
し
い
と
い
う
意

見
も
多
か
っ
た
で
す
。
地
区
の
夏

祭
り
イ
ベ
ン
ト
や
秋
の
お
祭
り
な

ど
伝
統
行
事
や
交
流
が
行
え
る
こ

と
も
楽
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

【
問
７
】
飯
綱
町
の
自
慢
で
き
る

物
、
場
所
等
は
あ
り
ま
す
か
？

中 1

中 2

中 3

高校生

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100％

ある

わからない
ない

【
問
７
︱
１
】そ
れ
は
何
で
す
か
？

【
編
集
委
員
に
よ
る
考
察
】

　

り
ん
ご
が
有
名
と
い
う
意
見
が

一
番
多
か
っ
た
で
す
。
飯
綱
町
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
み
つ
ど

ん
」
も
自
慢
と
書
い
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
水
や
空
気
が
お
い
し

い
、
星
が
キ
レ
イ
と
い
っ
た
自
然

の
豊
か
さ
を
自
慢
と
感
じ
て
い
る

意
見
も
多
か
っ
た
で
す
。
具
体
的

に
は
、
飯
縄
山
や
霊
仙
寺
湖
、
ス

キ
ー
場
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
パ
ル
セ
イ

ロ
フ
ィ
ー
ル
ド
や
と
ち
の
木
が
あ

る
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
W
E
S
T
、

泉
が
丘
喫
茶
室
や
り
ん
ご
学
校
醸

造
所
の
あ
る
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト

E
A
S
T
な
ど
の
廃
校
利
用
の
施

設
が
良
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。
サ
ン
ク
ゼ
ー
ル
の
よ
う
に

全
国
的
に
も
名
前
が
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
自
慢
に
思
え
る
要
素
に

も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

飯綱町の自慢「霊仙寺湖と温泉」

【
問
８
】
飯
綱
町
に
住
ん
で
い
て
、

今
や
こ
れ
か
ら
不
安
な
事
は
あ
り

ま
す
か
？中 1

中 2

中 3

高校生

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100％

ある わからない ない

【
問
６
】
逆
に
住
ん
で
み
て
、
悪

か
っ
た
事
・
悲
し
か
っ
た
事
は
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
？

【
編
集
委
員
に
よ
る
考
察
】

　

大
き
な
お
店
が
な
く
、
欲
し
い

も
の
が
す
ぐ
に
手
に
入
ら
な
い
と

い
う
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
坂
道
が
多
く
、
道

路
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て
い
る
な

ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
虫
が
多
い
、
動
物
が
怖
か
っ

た
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

高
校
生
に
な
る
と
、
電
車
が
少
な

い
な
ど
の
交
通
の
不
便
さ
を
強
く

感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

飯
綱
町
の
自
慢
「
美
味
し
い
お
米
」
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【
問
８
︱
１
】
そ
れ
は
ど
ん
な
事

で
す
か
？

【
編
集
委
員
に
よ
る
考
察
】

　

少
子
高
齢
化
や
自
然
災
害
な
ど
、

今
日
、
日
本
が
直
面
し
て
い
る
問

題
が
、
こ
こ
飯
綱
町
の
学
生
た
ち

も
不
安
に
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

田
畑
の
減
少
や
農
業
の
担
い
手
が

少
な
く
な
る
な
ど
、
大
人
と
同
じ

感
覚
で
飯
綱
町
の
未
来
を
危
惧
し

て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
問
９
】
飯
綱
町
の
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
か
？

中 1

中 2

中 3

高校生

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100％

好き

どちらともいえない
嫌い

【
編
集
委
員
に
よ
る
考
察
】

　

保
育
園
小
学
校
で
、
い
ろ
い
ろ

な
地
域
授
業
や
農
作
業
体
験
等
を

通
じ
て
、
地
域
の
方
々
と
触
れ
合

う
機
会
も
多
く
、「
飯
綱
町
が
好

き
」
を
自
然
に
育
ん
で
き
た
子
ど

も
た
ち
が
素
直
に
「
好
き
」
と
言

え
る
、
嬉
し
い
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
外
の
世
界
の
情
報
が
入
る
よ
う

に
な
り
、
隣
の
芝
生
が
青
く
見
え
、

外
へ
の
憧
れ
も
強
く
な
り
だ
し
ま

す
が
、
高
校
生
に
な
り
外
か
ら
改

め
て
飯
綱
町
を
見
た
と
き
「
や
っ

ぱ
り
飯
綱
町
っ
て
い
い
と
こ
か

も
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
る
の
で

は
？
と
思
い
ま
し
た
。

【
問
10
】
飯
綱
町
の
良
い
と
こ
ろ
、

好
き
な
と
こ
ろ
を
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

　

問
5
、
6
と
同
様
の
意
見
が
多

く
挙
が
り
ま
し
た
。

飯綱町の自慢「美味しいりんご」

【
問
11
】
飯
綱
町
の
良
く
な
い
と

こ
ろ
、
嫌
い
な
と
こ
ろ
を
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

問
10
と
同
様
で
、
問
5
、
６
と

同
様
の
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。

【
問
12
】
将
来
住
み
た
い
場
所
は

ど
こ
で
す
か
？

中 1

中 2

中 3

高校生

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100％

飯綱町 その他都会

【
問
12
︱
１
】
そ
れ
は
な
ぜ
で
す

か
？

【
編
集
委
員
に
よ
る
考
察
】

　

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
飯
綱

町
の
外
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
、

都
会
へ
１
度
出
て
み
た
い
と
い
う

意
見
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
将

来
就
き
た
い
職
業
が
よ
り
具
体

的
な
の
で
（
問
14
の
回
答
参
照
）、

飯
綱
町
で
は
、
希
望
す
る
職
業
に

つ
け
な
い
か
ら
都
会
に
出
た
い
と

考
え
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

【
問
13
】
飯
綱
町
に
何
が
あ
っ
た

ら
も
っ
と
魅
力
的
な
ま
ち
に
な
る

と
思
い
ま
す
か
？

【
編
集
委
員
に
よ
る
考
察
】

　

大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
必
要
と

い
う
意
見
が
多
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
飯
綱
町
独
自
の
良
さ
を
も
っ

と
町
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

方
法
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
深

沢
の
信
号
か
ら
上
る
坂
道
の
壁
の

絵
が
剥
げ
て
汚
く
見
え
る
の
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
ほ
し
い
」、「
映

え
る
景
色
な
ど
を
発
信
す
る
場

所
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

飯
綱
町
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
取

り
上
げ
て
も
ら
う
機
会
も
多
く
、

「
い
い
い
い
い
い
づ
な
」
の
よ
う

な
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ガ
ジ
ン
、
イ
ン
ス
タ

に
は
飯
綱
町
観
光
協
会
の
ア
カ
ウ

ン
ト
も
あ
り
、
み
つ
ど
ん
や
町
の

イ
ベ
ン
ト
、
四
季
の
彩
り
、
カ
フ

ェ
等
が
た
く
さ
ん
投
稿
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
中
高
生
に
は
、
ま

だ
ま
だ
情
報
が
届
い
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
発
信
力
の
あ
る
中
高
生

に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
共
に
、
そ
こ
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
若
い
世
代
に
拡

散
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
幅
広
い

世
代
に
飯
綱
町
の
魅
力
の
認
知
度

が
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

飯綱町の自慢「かわいいみつどん」

【
問
14
】
将
来
ど
ん
な
職
業
に
就

き
た
い
で
す
か
？

【
編
集
委
員
に
よ
る
考
察
】

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
に
よ
り
情
報

量
が
多
く
、
様
々
な
仕
事
を
知
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
一
つ
の
職
業

に
人
気
が
偏
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
に

合
わ
せ
て
多
種
・
多
様
な
も
の
が

挙
が
っ
て
き
ま
し
た
。
で
き
る
限

り
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ユ

ー
チ
ュ
ー
バ
ー
、
声
優
、
パ
テ
ィ

シ
エ
、
プ
ロ
野
球
選
手
、
サ
ッ
カ

ー
選
手
、
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
サ
ー
、

プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
、
町
長
、
税
理
士
、

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
医
師
、

薬
剤
師
、
看
護
師
、
助
産
師
、
臨

床
検
査
技
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯

科
衛
生
士
、
保
育
士
、
病
棟
保
育



5 館報 いいづな

士
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
漫
画
家
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
作
家
、
小

説
家
、
編
集
者
、
動
物
学
者
、
飼

育
員
、
獣
医
師
、
ド
ッ
グ
ト
レ
ー

ナ
ー
、
科
学
者
、
生
物
学
者
、
古

生
物
学
者
、
自
衛
官
、
警
察
官
、

消
防
士
、
救
命
救
急
士
、
電
車
の

運
転
士
、
宇
宙
飛
行
士
、
教
師
、

音
楽
の
先
生
、
養
護
教
諭
、
図
書

館
司
書
、
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
、

海
外
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ス
タ
イ

リ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
空
間
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
洋
服
屋
、
書
店
員
、
カ

フ
ェ
店
員
、
喫
茶
店
の
オ
ー
ナ

ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
、
調

理
師
、
料
理
人
、
建
築
士
、
大
工
、

農
家
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
ロ
ボ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ニ
ー
ト
、
な
ど

で
す
。
具
体
例
と
し
て
、
韓
国
で

K
‒
P
O
P
ア
イ
ド
ル
と
し
て
活

躍
し
た
い
、
大
阪
の
タ
ピ
オ
カ
の

お
店
や
、
某
有
名
テ
ー
マ
パ
ー
ク

の
キ
ャ
ス
ト
に
な
り
た
い
、
傷
物

の
農
作
物
が
売
れ
る
よ
う
な
仕
事
、

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
職

業
の
具
体
例
で
は
な
く
、
自
分
の

興
味
の
あ
る
分
野
を
お
お
ま
か
に

考
え
て
い
る
場
合
も
多
い
よ
う
で

す
。
表
現
と
し
て
は
、
人
の
力
に

な
れ
る
仕
事
、
人
の
役
に
立
つ
仕

事
、
絵
に
関
わ
る
仕
事
、
自
然
に

関
す
る
職
業
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
係

し
て
い
る
仕
事
、
テ
レ
ビ
関
係
者
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
、
動
物
に
関
わ
る

こ
と
、
外
国
と
関
わ
る
仕
事
、
英

語
を
活
か
せ
る
職
業
、
商
品
開
発

を
す
る
仕
事
、
技
術
職
、
大
企
業

の
専
務
、
経
済
関
係
、
情
報
関
係
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
関
連
、
工

業
関
係
の
仕
事
、
服
類
に
関
し
て

の
職
業
、
環
境
を
守
る
仕
事
、
料

理
系
、
服
飾
系
、
映
像
系
、
体
育

系
、
い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
職
業
、
子
ど
も
と
触
れ

合
え
る
仕
事
、
人
前
で
活
躍
し
た

り
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
職
業

に
し
た
い
、
工
業
関
係
で
働
き
た

い
、
医
療
従
事
者
、
病
院
関
係
の

仕
事
、
看
護
関
係
、
健
康
科
学

系
、
イ
ラ
ス
ト
関
係
の
仕
事
、
ス

ポ
ー
ツ
用
品
の
製
造
系
、
バ
ス
ケ

に
関
わ
る
仕
事
、
航
空
系
、
船
関

係
の
仕
事
、
車
系
、
洋
服
や
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
仕
事
、
I
T
関

係
、
A
I
系
の
職
業
、
ス
ー
パ
ー

マ
ン
と
悪
役
な
ど
ヒ
ー
ロ
ー
に
関

わ
る
仕
事
な
ど
が
挙
が
り
ま
し
た
。

公
務
員
、
ホ
ワ
イ
ト
企
業
、
安
定

し
た
も
の
、
給
料
が
良
い
職
、
と

い
う
表
現
や
、ま
だ
分
か
ら
な
い
・

考
え
中
と
い
う
答
え
も
あ
り
ま
し

た
。

飯綱町の自慢「全国的に有名なサンクゼール本店」

【
問
15
】
あ
な
た
が
町
長
な
ら
、
ど

ん
な
事
が
し
た
い
で
す
か
？

【
編
集
委
員
に
よ
る
考
察
】

　

こ
の
町
を
も
っ
と
良
く
し
た
い

と
い
う
意
見
が
大
多
数
で
し
た
。

高
校
生
は
電
車
に
乗
る
機
会
が
多

い
で
す
か
ら
、
交
通
の
便
が
悪
い

と
感
じ
て
い
て
そ
の
改
善
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代

支
援
施
設
が
で
き
て
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
保
育
園
程
度
、
両
親
（
特
に

お
母
さ
ん
）
へ
の
支
援
は
手
厚
く

な
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
逆

に
中
学
生
や
高
校
生
は
、
友
達
と

一
緒
に
行
け
る
場
所
が
少
な
い
と

感
じ
て
い
て
、
流
行
り
の
服
が
買

え
る
シ
ョ
ッ
プ
、
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
カ
フ
ェ
、
な
ど
を
つ
く
る
と

い
う
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。「
名

所
や
名
物
を
発
信
す
る
こ
と
で
飯

綱
町
に
来
て
く
れ
る
人
を
増
や

す
」、「
景
色
が
き
れ
い
な
の
で
イ

ン
ス
タ
な
ど
の
S
N
S
を
使
っ
て

P
R
を
も
っ
と
す
る
」、「
中
学
生
・

高
校
生
に
P
R
を
手
伝
っ
て
も
ら

う
」、
な
ど
の
意
見
は
す
ぐ
に
で

も
行
動
に
移
せ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。「
小
学
校
や
中
学
校
に
講

演
み
た
い
な
も
の
を
し
に
行
っ

て
、
町
長
の
仕
事
や

一
日
の
過
ご
し
方

な
ど
、
町
長
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
な
人

に
知
っ
て
も
ら
う
」、

「
町
民
の
意
見
を
聞

く
」、
な
ど
議
員
さ

ん
や
町
職
員
の
み

な
さ
ん
の
参
考
に

な
る
よ
う
な
意
見

が
沢
山
で
て
い
ま

す
。
定
期
的
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
て

み
る
の
も
面
白
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を

通
し
て
、
大
勢
の

中
高
生
が
飯
綱
町
に
愛
着
を
持
ち
、

多
く
の
大
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に

町
の
将
来
を
危
惧
し
て
い
て
、
何

に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の
か
率
直

に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ

た
意
見
・
提
案
を
全
て
館
報
に
載

せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
参

考
資
料
と
し
て
中
高
生
の
生
の
声

を
町
に
も
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
、
飯
綱
中
学
校

の
皆
さ
ん
と
、
任
意
で
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
飯
綱
町
在
住
の
高
校

生
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

飯綱町の自慢「豊かな自然」

飯
綱
町
の
自
慢
「
使
っ
た
チ
ー
ム
か
ら
本

当
に
良
い
ね
ー
っ
て
言
わ
れ
る
ピ
ッ
チ
」
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県
道
60
号
長
野
荒
瀬
原
線
の
平

出
の
坂
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ト

レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
ピ
ザ
屋
さ
ん

が
あ
り
ま
す
。
店
名
は『
ピ
ッ
ツ

ェ
リ
ア 

ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
』。
夜
に

は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
い
て

い
る
の
で
ご
存
知
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

長
野
市
に
本
社
が
あ
る
㈱
カ
ン

バ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
は
ト
レ

ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て
復
興

に
向
け
た
住
宅
や
医
療
施
設
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
飯
綱
町
で
も
地

域
創
生
を
目
指
し
て
8
月
に
飲
食

店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ピ
ザ
職
人
の
池
田
明
日
香
さ
ん

が
考
え
る
地
域
創
生
と
は
何
か
を

う
か
が
う
と
、「
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ

で
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
の
販
売
が

主
で
す
。
ピ
ザ
を
自
宅

に
持
ち
帰
り
、
ご
家
族

の
皆
さ
ん
と
楽
し
い

食
事
時
間
を
過
ご
し

て
元
気
に
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
」と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
大
切
な
家

族
と
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
、
地
域
を
活
性

化
す
る
こ
と
に
繋
が

る
の
で
す
ね
。

『
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア 

ア

ン
ジ
ェ
リ
コ
』の
ピ
ッ

ツ
ァ
は
薄
生
地
タ
イ

プ
の
ロ
ー
マ
風
。
パ
リ
パ
リ
サ
ク

サ
ク
で
す
。
そ
の
生
地
の
上
に
、

地
元
の
方
か
ら
仕
入
れ
た
新
鮮
な

野
菜
や
自
家
製
ベ
ー
コ
ン
を
た
っ

ぷ
り
と
の
せ
て
、
1
枚
1
枚
焼
き

上
げ
て
く
れ
ま
す
。
一
口
い
た
だ

く
と
、
生
地
の
食
感
、
野
菜
の
旨

味
、
ベ
ー
コ
ン
と
ハ
ー
ブ
の
香
り

が
合
わ
さ
っ
て
、
な
ん
と
も
い
え

な
い
美
味
し
さ
で
す
！

10
月
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
因
み
、

南
瓜
を
使
っ
た
ピ
ッ
ツ
ァ
が
好
評

で
し
た
。
今
後
も
季
節
を
感
じ
ら

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
く
れ

る
そ
う
で
す
。

「
お
店
の
お
す
す
め
」
と
紹
介

さ
れ
て
い
た
の
は『
長
葱
の
コ
ン

ソ
メ
煮 

オ
ラ
ン
デ
ー
ズ
ソ
ー
ス
』。

店
内
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
一
品

で
す
。
甘
味
が
引
き
出
さ
れ
た
長

葱
に
卵
黄
と
バ
タ
ー
で
作
ら
れ
た

濃
厚
な
オ
ラ
ン
デ
ー
ズ
ソ
ー
ス
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
と
ろ
け
る
よ

う
な
旨
さ
で
し
た
！

こ
れ
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

大
倉
和
彦
さ
ん
が
カ
ナ
ダ
の
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
で
仕
事
を
し
て
い
た

と
き
に
よ
く
食
べ
て
い
た
も
の

で
、
ご
自
分
で
も
よ
く
作
っ
て
友

人
に
ふ
る
ま
う
と
好
評
だ
っ
た
の

で
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
た
そ
う
で
す
。

「
美
味
し
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
辺

り
で
食
べ
ら
れ
る
の
は
う
ち
の
店

だ
け
だ
よ
」と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。「

い
つ
か
自
分
の
店
を
持
ち
た

い
」と
い
う
夢
を
も
っ
て
い
る
池

田
さ
ん
が
焼
き
上
げ
る
ピ
ッ
ツ
ァ

は
と
て
も
美
味
し
い
で
す
。
そ
し

て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用
の
箱
に「
グ

ラ
ッ
チ
ェ
（
あ
り
が
と
う
）」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
い
て
く
れ
る
優

し
さ
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ご
家
族
で
集
ま
る
日
の
食
卓

に
、
美
味
し
さ
と
優
し
さ
が
つ
ま

っ
た
ピ
ッ
ツ
ァ
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？�
（
高
橋 

瑞
穂
）

食卓から元気に！
『ピッツェリア アンジェリコ』

プロデューサーの大倉さん（左）とピザ職人の池田さん（右）

ありがとうのメッセージ

牟
礼
小
学
校
を
右
手
に
見
な

が
ら
、
県
道
を
飯
縄
山
方
面
へ

進
む
と
、
素
敵
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
見
え
て
き
ま
す
。
地

元
で
は
こ
こ
を
「
中
宿
倉
庫
」
と

呼
び
、
農
作
業
の
合
間
の
田
休

み
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
こ
こ

に
、
地
域
の
人
た
ち
の
手
に
よ

っ
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
飾

ら
れ
、
殺
風
景
だ
っ
た
倉
庫
を

華
や
か
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

今
の
時
期
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

が
テ
ー
マ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
な
っ
て
お
り
、
カ
ボ
チ
ャ

や
ド
ク
ロ
が
に
ぎ
や
か
に
動
き

回
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
の
近
所
で
、
こ
の
よ
う

な
楽
し
め
る
場
所
が
あ
る
と
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す

ね
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
る
も
の

の
、
工
夫
を
凝

ら
し
、
し
っ
か

り
と
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動

が
継
続
さ
れ
て

い
る
ス
ゴ
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

遠
出
が
で
き

な
い
今
こ
そ
、

身
近
な
地
域
の

こ
と
を
想
い
、

活
動
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し

ょ
う
。

�

（
木
賀
田
）

地域の手による	 	
� イルミネーションNo.59

タイトル／金子すみれ

ど
〜
こ
だ
!?

キラキラ輝く中宿倉庫



7 館報 いいづな

に
進
学
先
が
分
か
れ
る
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。
進
学
は
将
来
の
職

業
や
生
き
方
を
決
め
る
の
に
と
て
も
大
切
な
要
素
で
あ
り
、
固
定
観

念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
進
学
を
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
他
に
も
性

被
害
・
性
犯
罪
に
関
し
て
も
、
女
性
被
害
者
の
方
が
多
い
よ
う
に
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
男
性
被
害
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
ま
す
。
し

か
し
、
自
身
の
心
や
性
別
が
男
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
男
性
被
害
者
が

声
を
挙
げ
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

バ
イ
ア
ス
」
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま

す
。「
男
性
だ
か
ら
・
女
性
だ
か
ら
」
と

い
う
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
自

分
ら
し
さ
に
よ
っ
て
個
人
の
生
き
方
や
働
き
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
権

を
尊
重
し
て
い
こ
う
と
い
う
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
が
、

現
在
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
」
を
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
、
よ
り

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

�

（
飯
綱
町
教
育
委
員
会　

男
女
共
同
参
画
推
進
担
当　

福
井 

優
希
）

斑
尾
山（
ま
だ
ら
お
や
ま
、ま
だ
ら
お
さ
ん
）

斑
尾
山
は
、
飯

縄
山
と
と
も
に
町

の
〝
ふ
る
さ
と
の

山
〟
で
す
。
山
名
は

阿
弥
陀
如
来
や
念

仏
を
ま
も
る
「
摩ま

多た

羅ら

神じ
ん

」
と
か
、
あ
る

い
は
斑ま

だ
ら

に
残
る
雪

景
色
に
由
来
す
る

と
も
い
わ
れ
ま
す

が
、
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
。
標
高
１
３
８
２
ｍ
と
そ
れ
ほ
ど
高
い
山
で
は
な
い
も
の
の
、

ど
っ
し
り
と
落
ち
着
い
た
姿
を
し
て
い
ま
す
。
既
往
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
こ
の
山
を
つ
く
っ
た
火
山
活
動
は
約
70
万
～
50
万
年
前
の
も
の

で
、
飯
縄
、
黒
姫
、
妙
高
な
ど
の
兄
弟
の
よ
う
な
火
山
の
中
で
も
っ

と
も
古
い
歴
史
を
も
つ
よ
う
で
す
。
い
わ
ば
妙
高
火
山
群
に
お
け
る

最
長
老
の
成
層
火
山
が
斑
尾
山
で
あ
り
、
噴
火
を
終
え
て
か
ら
長
く

浸
食
を
う
け
て
き
た
証
が
穏
や
か
な
山
容
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
隣
の
信
濃
町
荒
瀬
原
か
ら
登
る
ル
ー
ト
は
開
発
の
影
響
が
少
な

い
静
か
な
登
山
道
で
す
。
起
点
付
近
は
町
内
を
流
れ
る
斑
尾
川
の
源

流
部
で
も
あ
り
ま
す
。
飯
綱
町
側
に
沢
水
を
分
水
す
る
地
点
は
正
直

場
（
精
進
場
）
と
呼
ば
れ
、
大
切
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
山
道
沿

い
に
ミ
ズ
ナ
ラ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
林
が
続
き
、
標
高
１
３
０
０
ｍ
か
ら

上
は
ブ
ナ
林
に
変
わ
り
ま
す
。
山
頂
手
前
の
大
明
神
岳
（
１
３
６
０

ｍ
）
は
山
々
の
眺
望
に
す
ぐ
れ
、
眼
下
に
野
尻
湖
を
の
ぞ
み
ま
す
。
そ

こ
か
ら
約
３
０
０
ｍ
先
が
山
頂
で
、
薬
師
様
の
石
の
祠
が
あ
り
ま

す
。
ブ
ナ
林
に
囲
ま
れ
た
山
頂
は
、
冬
季
以
外
は
眺
望
が
き
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
春
は
新
緑
、
晩
秋
は
美
し
い
紅
葉
に
彩
ら
れ
ま
す
。		


		�




（
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
長　

富
樫 

均
）

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
は
、
生
物
学
的
性
差
に
対
し
て
、
社

会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
る
性
差
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
言
う
と
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
違
い

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
性
別
の

こ
と
で
す
。『
女
性
は
家
庭
、

男
性
は
仕
事
』
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
も
主
夫
も
い
ま
す
。
こ

の
性
別
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
す
。
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
身

近
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
」
は
男
女
の
役
割
に
つ
い
て
固

定
的
な
観
念
を
持
つ
こ
と
を
指
し
ま
す
。
例
え
ば
、
現
在

で
も
日
本
の
大
学
進
学
率
は
男
子
の
方
が
高
い
傾
向
に
あ

り
、
進
学
を
し
て
も
理
系
：
男
子
、
文
系
：
女
子
の
よ
う

シ
リ
ー
ズ

い
い
づ
な
時
空
散
歩

Vol.10

〜
シ
リ
ー
ズ
人
権
〜 

ね
が
い
96

身
近
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス

95
号「
ど
～
こ
だ
!?
」答
え

芋
川
区
御
所
之
入
組
に
あ
る
お
宅
の
水
車
で

す
。
元
大
工
さ
ん
の
認
知
症
予
防
に
、
ご
家

族
も
一
緒
に
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

これは、どこの写真でしょう。
  ヒント   �　飯綱町民なら誰でも訪れたことのある場所です。コロ

ナ禍でなかなか積極的に利用できなくなった場所ですが、
超大作のアマビエが町民を護ってくれています。 ど

〜
こ
だ
!?

稔り田の頃の斑尾山

ご応募いただいた先着5名様に賞品をプレゼントします。皆さんのご応募お
待ちしています。
応募様式：お好きな様式に、お名前・ご住所・電話番号・答え・館報でどの記事が印象に

残った（おもしろかった、よかった）かをご記入ください。
応 募 先：〒389‐1211飯綱町大字牟礼1989　飯綱町民会館内館報編集室	 	
　　　　　TEL：253‐6560　FAX：253‐6670　		 	 	
　　　　　E-mail：gakushu@town.iizuna.nagano.jp
応募締切：12月末まで　　応募結果：プレゼント到着が応募結果となります。	 	
※なお、お電話での受付は行っておりません。

答えを
募集します！
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い
い
づ
な
大
学
教
養	

講
座
／
10
月
６
日（
水
）

─ 

地
域
の
歴
史
を
知
ろ
う
～	

　「
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館	

�

特
別
展
見
学
」 

─

ゴ
ル
フ
倶
楽
部「
闘と

う

舞ぶ

」設
立
に
今
想
う

令
和
3
年
度　

プ
ー
ル
営
業
終
了

─ 

ひ
と
夏
の
想
い
出 

─

　
今
回
の
い
い
づ
な
大
学
教
養
講
座
は
、

「
地
域
の
歴
史
を
知
ろ
う
」を
テ
ー
マ
に

い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
へ
お
邪
魔

し
、「
飯
綱
町
の
文
化
財
～
町
制
15
周
年

記
念
特
別
展
」の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
の
33
件
の
文
化
財
を
一
挙
に
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
り
、
古
町
に
あ
る
願

法
寺
の
絵
解
き
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
ま

し
た
。
町
内
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
な

か
な
か
普
段
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
や
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
か
っ
た
も
の
な
ど
、
飯
綱
町
に
は
文

化
財
が
多
く
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
り
、

ま
た
、
文
化
財
を
通
し
て
町
を
深
く
知

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
倶
楽
部
は
ス
コ
ア
を
気
に
せ
ず
に
、
仲
間
と
楽
し
く
和
気
藹
々
と
プ

レ
ー
す
る
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と
し
て
、
平
成
18
年
9
月
に
会
が
設
立
し
、
今
年

で
15
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
頃
仕
事
に
追
わ
れ
ス
ト
レ
ス
解
消
が
で
き
な
い
お
父
さ
ん
！
飯
縄
山
麓

の
景
観
に
誘
わ
れ
、
一
打
目
は
思
い
切
り
ド
ラ
イ
バ
ー
で
渾
身
の
力
を
込
め

て
振
り
下
ろ
し
た
打
球
は
何
処
へ
や
ら
？
ス
コ
ア
な
ん
か
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。

ス
ト
レ
ス
解
消
が
で
き
れ
ば
！
そ
し
て
良
き
仲
間
と
杯
を
交
わ
し
な
が
ら
、

お
互
い
の
友
を「
称
賛
し
た
り
」「
貶
し
た
り
」
！
ス
カ
ッ
と
し
た
気
分
で

ア
～
ァ
ま
た
現
実
へ
？
そ
ん
な
地
域
の
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
！
の
合
言
葉
で
、
多
く
の
方
々
の
賛
同
を
得
て
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

「
闘
舞
」が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　
現
在
会
員
は
26
名
で
、
年
2
～
3
回
の
予
定
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
9
月
で
第
35
回
目
を
迎
え
て
の
開
催
が
で
き
ま
し
た
。

　
会
員
の
平
均
年
齢
も
67
歳
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
も
負
け
ず
健
康
に
留

意
し
な
が
ら
日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。�

（
会
長　
黒
澤 
正
幸
）

　
飯
綱
町
三
水
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
5
月
25
日
～
9
月
5
日
の
約

3
カ
月
間
に
お
い
て
プ
ー
ル
営
業
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
営
業
と
な

り
ま
し
た
が
、さ
み
ず
っ
子
保
育
園
や
三
水
小
学
校
、北
部
高
等
学
校
の
プ
ー

ル
授
業
で
の
利
用
も
あ
り
、
延
べ
8
3
0
0
人
弱
の
お
客
様
に
ご
利
用
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
保
育
園
年
長
～
小
学
6
年
生
ま
で
を
対
象
と
す
る
各
種
水
泳
教
室
や
、
ア

ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
も
好
評
で
老
若
男
女
、
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
休
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
外
出
が
で
き
な
い
状
況
で
し

た
が
、
親
子
連
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
お
孫

さ
ん
を
連
れ
て
泳
ぎ
に
来
て
い
る
姿
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
三
水
B

＆
G
の
プ
ー
ル
は
来
年
度
も
営
業
を
行
う
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
利
用
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



9 館報 いいづな

中
学
校
図
書
館
新
着
本

○ �

老
虎
残
夢�

桃
野
雑
派

○ �

原
因
に
お
い
て
自
由
な
物
語	

�

五
十
嵐
律
人

○ �

月
と
日
の
后�

冲
方　
丁

○ �

鴎
外　
青
春
診
療
録
控�

山
崎
光
夫

○ �

花
束
は
毒�

織
守
き
ょ
う
や

○ �

お
は
し
さ
ま�

三
津
田
信
三

○ �

邯
鄲
の
島
遥
か
な
り�

貫
井
徳
郎

○ �

川
の
ほ
と
り
で
羽
化
す
る
ぼ
く
ら	

�

彩
瀬
ま
る

○ �

転
が
る
検
事
に
苔
む
さ
ず		

�

直
島　
翔

○ �

月
に
３
冊
、
読
ん
で
み
る
？	

	�


酒
井
順
子

○ �

毎
日
が
う
ま
く
い
く
朝
の
ス
イ
ッ
チ

�

大
嶋
信
頼

○ �
ぜ
ん
ぶ
運
命
だ
っ
た
ん
か
い	

�

笛　
美

○ �
日
本
語
を
も
っ
と
つ
か
ま
え
ろ
！	

�

飯
間
浩
明

○ �

百
合
子
と
た
か
子�

岩
本
美
砂
子

○ �

発
達
障
害
の
子
ど
も
の
生
活
の
工

夫
と
伸
ば
す
言
葉
が
け�
田
中
康
雄

○ �

ナ
チ
ュ
ラ
ル
洗
剤
の
キ
ホ
ン	

�
服
部
正
和

○ �

農
家
が
教
え
る
タ
ネ
採
り
タ
ネ
交
換

�

農
文
協
編

○ �

大
岡
弘
武
の
ワ
イ
ン
づ
く
り	

�

大
岡
弘
武

○ �

諦
め
の
価
値�

森　
博
嗣

公
民
館
図
書
新
着
本

■ 

一
般
図
書

★ �

い
つ
で
も
君
の
そ
ば
に
い
る	

�

リ
ト
＠
葉
っ
ぱ
切
り
絵

　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
著
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
辞
め
、
得
意
の
集
中
力
を
活
か

し
て
リ
ー
フ
・
ア
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題
に

な
り
写
真
集
と
し
て
出
版
さ
れ
た
本

で
す
。

　
一
枚
の
葉
っ
ぱ
に
描
か
れ
る
繊
細

な
切
り
絵
の
一
つ
ひ
と
つ
に
物
語
が

あ
り
、
い
ま
に
も
動
き
出
し
そ
う
な

作
品
の
数
々
に
心
が
奪
わ
れ
ま
す
。

　
哀
愁
漂
う
こ
の
季
節
に
お
薦
め
の

一
冊
で
す
。

■ 

そ
の
他
新
着
本

○ �

闇
の
盾�

寺
尾
文
孝

○ �

熱
風
団
地�

大
沢
在
昌

○ �

居
酒
屋
「
一
服
亭
」
の
四
季	

�

東
川
篤
哉

○ �

デ
ィ
ス
ラ
プ
タ
ー
金
融
の
破
壊
者	

�

江
上　
剛

○ �
本
が
紡
い
だ
五
つ
の
軌
跡		

�

森
沢
明
夫

○ �

子
の
な
い
夫
婦
と
ネ
コ�

群
よ
う
子

○ �

も
し
も
徳
川
家
康
が
総
理
大
臣
に

な
っ
た
ら�

眞
邊
明
人

○ �

ミ
シ
ン
で
楽
し
む
布
こ
も
の	

�

高
橋
ひ
と
み
編

○ �

編
み
物
の
か
ん
た
ん
な
サ
イ
ズ
調

整
と
生
活
製
図
と
割
り
出
し
の
基

礎�

今
ひ
ろ
子　
編

○ �

透
か
し
模
様
２
８
０		


�

今
ひ
ろ
子　
編

○ �

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
の
雑
貨		


�

荒
関
ま
ゆ
み

■ 

児
童
図
書
・
絵
本

○ �

ね
こ
の
学
校
の
い
た
ず
ら
ペ
ー
タ
ー

ア
ン
ネ
リ
ー
ス
・
ウ
ム
ラ
ウ
フ
＝
ラ
マ
チ
ェ

○ �

ト
ム
と
３
時
の
小
人		


�

た
か
ど
の
ほ
う
こ

○ �

ト
ラ
ブ
ル
旅
行
社�

廣
嶋
玲
子

○ �

わ
た
し
が
鳥
に
な
る
日		



サ
ン
デ
ィ
・
ス
タ
ー
ク
︱
マ
ギ
ニ
ス

○ �

け
ん
だ
ま
し
ょ
う
ぶ		


�

に
し
ひ
ら
あ
か
ね

○ �

火
の
鳥
と
き
つ
ね
の
リ
シ
カ	

�

木
村
有
子　
編
訳

○ �

ふ
ま
ん
ば
か
り
の
メ
シ
ュ
カ
お
ば

さ
ん

○ �

４
ひ
き
の
ち
い
さ
い
お
お
か
み

○ �

牛
若
丸

○ �

鉄
道
も
の
し
り
大
百
科

○ �

ね
む
ろ
ん
ろ
ん

○ �

ヘ
レ
ー
じ
い
さ
ん
の
う
た

■  �
第
17
回
元
旦
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
の
お
知
ら
せ

　
飯
綱
町
公
民
館
で
は
恒
例
の
元
旦
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

※�

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

日　
　
時
：
令
和
4
年
1
月
1
日（
土
）午
前
10
時
開
会

会　
　
場
：
北
信
五
岳
道
路  

倉
井
チ
ェ
ー
ン
脱
着
所（
直
売
所
さ
ん
ち
ゃ
ん
前
）

競
技
種
目
：�

4
・
4
キ
ロ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
2
・
2
キ
ロ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
費
：
無
料（
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
：
飯
綱
町
三
水
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー　
T
E
L
2
5
3
‒
8
9
5
1

■  �

2
0
2
1 

図
書
館
ま
つ
り

期　
　
間
：
11
月
14
日（
日
）～
11
月
21
日（
日
）

会　
　
場
：
飯
綱
町
民
会
館

　
今
年
の
図
書
館
ま
つ
り
は
昨
年
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
一
度

に
人
を
集
め
る
イ
ベ
ン
ト
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
期
間
中
は
来
館
者
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
企
画
を
ご
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
是
非
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
色
々
な
本
に

触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
配
布
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
企
画
展
示

　
場
所　
2
階
視
聴
覚
室

  ・�

み
ん
な
の
お
す
す
め
本
コ
ー
ナ
ー　
・
俳
句
と
川
柳

  ・�

誰
に
も
読
ま
れ
て
い
な
い
本
コ
ー
ナ
ー

○
そ
の
他

  ・�

本
の
福
袋　
・
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス　
・
読
書
ノ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト　

  ・��

福
引
大
抽
選
会（
期
間
中
図
書
室
で
本
を
借
り
る
と
福
引
が
引
け
ま
す
。
ハ
ズ
レ
な
し
）

○
ブ
ッ
ク
リ
ユ
ー
ス（
古
本
市
）

　
11
月
14
日（
日
）～
11
月
21
日（
日
）

　
場
所　
1
階
ロ
ビ
ー

　
自
分
の
お
気
に
入
り
の
本
を
見
つ
け
て
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
：
飯
綱
町
民
会
館　
T
E
L
2
5
3
‒
6
5
6
0

■  �

ゆ
か
い
な
む
ら
の
音
楽
会
中
止
の
お
知
ら
せ

　
12
月
4
日（
土
）に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、
ゆ
か
い
な
む
ら
の
音
楽
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
い
た
し
ま
す
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
来
年
の
2
月
と

3
月
に
は
、
展
示
部
門
と
舞
台
部
門
の
文
化
協
会
祭
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

■  �

第
15
回
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日　
　
時
：
12
月
5
日（
日
）午
前
９
時
～
開
会
式

会　
　
場
：
三
水
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

競
技
種
目
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー

参
加
費
：
無
料

申
込
方
法
：
小
学
生
以
上
で
1
チ
ー
ム
3
名
以
上
8
名
以
内（
男
女
問
わ
ず
）

募
集
数
：
先
着
16
チ
ー
ム

締
切
日
：
11
月
27
日（
土
）

問
合
せ
：
い
い
づ
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
T
E
L
2
5
3
‒
8
9
5
1
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　飯綱剣道教室が開催当番となった第４１回
大会ですが、当初は８月２２日（日）に三水B＆
G海洋センターで開催予定でした。昨年度は、
剣道大会を開催できる状況ではなかったため、
２年ぶりの開催に向けて準備を進めました。
　しかしながら、長野地域における新型コロ
ナ感染警戒レベルが、開催予定日の1週間前
にレベル５に到達しました。大会開催ガイドラ
インに則り、感染拡大防止の観点から断腸の
思いで中止の判断に至りました。この１年半、
コロナ対策による剣道の稽古では、マスク・
マウスシールドの両方をしてから面をかぶる

ため、息苦しさが増しました。また、小学生の子どもたちを対象とした各種大会が中止、又は規模縮小して実施されている
ものの、以前と比べて試合の機会は激減しました。そして、元気に頑張る子どもたちの姿から、明日への活力と感動を楽し
みにしてきた保護者の皆さんには、コロナ対策による大会会場への入場制限が行われ、以前のように身近で剣道観戦がで
きなくなりました。
　それでも健気に稽古を重ねる子どもたちの姿を見ていると、時に不憫でもあります。こうした現状を垣間見ながら、以前
のように子どもたちと保護者の方々による「場づくり」ができないものか、先行事例も参考に検討しました。数多くの試合が
思う存分にできることに重点を置き、個人戦と団体戦のみを午前中に実施する方式で運営しました。
　実は、延期開催の方向性は全く考えておらず、中止の際には途方にくれましたが、信濃町の富士里少年剣友会の皆様の
お力添えにより、早期に会場の目途をつけていただいたことで、延期開催に漕ぎ着けることができました。

■ 

子
ど
も
の
部

信
州
大
学
‒
上
越
教
育
大
学
連
携
推
進

事
業　
第
22
回
少
年
少
女
親
善
剣
道
錬

成
大
会

　
期
日　
８
月
９
日（
月
）

　
会
場　
信
大
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
第
一
・
第
二
体
育
館

　
第
３
位　
飯
綱
剣
道
教
室

第
74
回
上
水
内
少
年
軟
式
野
球
大
会

　
期
日　
８
月
28
日（
土
）

　
会
場　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
野
球
場

　
３
位　
飯
綱
ド
リ
ー
ム
ズ

第
41
回
北
信
五
岳
少
年
剣
道
大
会

　
期
日　

10
月
10
日（
日
）

　
会
場　
信
濃
町
立
総
合
体
育
館

〇
小
学
４
年
生
以
下
の
部

　
準
優
勝　
梨
本
幸
成

〇
小
学
５・６
年
の
部

　
優
勝　
　
平
林
天
使

　
準
優
勝　
金
井
純
太

　
第
３
位　
岩
下
天
省

〇
中
学
生
男
子
の
部

　
優
勝　
　
水
澤
稜
生

　
第
３
位　
金
井
晴
太

〇
中
学
生
女
子
の
部

　
準
優
勝　
水
澤
亜
純

〇
小
学
生
団
体
の
部

　
優
勝　
　
飯
綱
剣
道
教
室
Ａ

〇
中
学
生
団
体
の
部

　
第
３
位　
飯
綱
剣
道
教
室

 

■
大
人
の
部

飯
綱
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
夏
季
大
会

　
期
日　

8
月
29
日（
日
）

　
会
場　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
運
動
場

　
１
位　

�

南
部（
冨
岡
・
小
林
美
・
渡

辺
・
田
中
・
彦
坂
）

　
２
位　
黒
川（
矢
野
征
・
飯
島
善
・

　
　
　
　
片
山
・
飯
島
香
・
矢
野
貞
）

　
３
位　
福
井
団
地（
小
池
・
沢
崎
・

　
　
　
　
小
林
八
・
高
橋
春
・
石
川
）

延期開催に漕ぎ着けることができて
北信五岳少年剣道大会 事務局長　丸山 英樹

合格を目指し、１級・２級審判員講習会開催

試
合
結
果

ス
ポ
ー
ツ
協
会

　ゲートボール連盟による１級・２級審判講習
会が１０月９日・１０日の２日間にわたり、飯綱
町民会館元気の館及び屋内ゲートボール場で
行われました。
　飯綱町が会場当番ということで北信地区の
ゲートボール競技者が２０名ほど集まりました。
コロナ禍ということもあり、例年より若干少
ない人数だそうです。座学と実技それぞれ講
習を受け後日、資格取得試験が行われます
が、講習会の講義の中から出る問題もあるた
め皆さん真剣です。年齢にかかわらず、学び
の姿勢には頭が下がります。
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早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
ふ
た
月
と
な
り
ま
し

た
。
り
ん
ご
農
家
の
方
は
り
ん
ご
の
取
り
入
れ
に

忙
し
い
時
期
を
迎
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
だ
い

ぶ
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
病
気
や
ケ
ガ

に
気
を
付
け
て
お
仕
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
館
報
は
9
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
編
集
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
は
止
ま
ら
ず
、
今
年
も
多
く

の
地
区
で
獅
子
舞
や
敬
老
会
が
中
止
と
な
り
、
さ

ら
に
は
町
民
運
動
会
も
3
年
連
続
で
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
核
と
な
る
行
事
が
で
き
な
い
こ
と

は
真
に
残
念
で
す
。
こ
の
よ
う
な
行
事
が
で
き
る

の
も
、
隣
近
所
の
顔
が
見
え
る
関
係
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
希
薄
な

関
係
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
顔
を
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
代
わ
り
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議
が
盛
ん
で
す
。
社

会
教
育
の
会
議
で
も
、
各
市
町
村
の
施
設
を
つ
な

い
で
リ
モ
ー
ト
会
議
で
諸
課
題
の
検
討
を
し
て
い

ま
す
。
講
演
会
な
ど
の
研
修
は
リ
モ
ー
ト
で
実
施

可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
遠
く
に
住
む
著
名
な
方

の
お
話
を
伺
う
こ
と
も
容
易
に
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
イ
ベ
ン
ト
を
リ
モ
ー
ト
で
実
施
す
る
の
は
難

し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
と
い
う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
み

ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
新
た
な
生
活
様
式

に
お
け
る
地
域
の
活
動
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。�

（
高
橋 

弘
之
）　

昭
和
13
年
7
月
16
日
に
執
り
行
わ
れ
た
牟
礼
神
社
御
柱
祭
の
写
真
で
す
。

6
年
に
1
度（
数
え
年
で
7
年
に
1
度
）、
寅
と
申
の
年
に
行
わ
れ
る
御
柱
祭
。
来
年
令
和

4
年
は
寅
の
年
に
あ
た
り
、
牟
礼
神
社
御
柱
祭
の
年
で
す
。
10
月
17
日
に
は
御
柱
が
決
ま
り
、

見
立
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
で
は
倉
井
神
社
で
も
御
柱
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

日
頃
は
日
々
の
こ
と
に
追
わ
れ
、
お
互
い
近
く
に
い
な
が
ら
中
々
話
す
機
会
が
な
い
人
た

ち
も
、
祭
り
行
事
で
は
稽
古
や
準
備
な
ど
で
お
互
い
励
ま
し
合
っ
た
り
、
話
が
で
き
張
り
合

い
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
写
真
か
ら
も
、祭
り
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

�

（
中
村 

水
和
）

95

牟
礼
神
社
御
柱
祭

西
向
き
の
仏
間
に
残
る
残
暑
か
な	

	
�

荒
川
し
げ
の

着
古
し
の
肌
着
背
に
掛
け
残
暑
か
な	

	
�

寺
島
美
恵
子

富
士
の
山
初
冠
雪
へ
残
暑
過
ぐ	

	
�

清
澤
今
朝
勝

驟
雨
や
み
軒
よ
り
落
ち
る
玻
璃
の
粒	

	
�

日
野　

秀
静

枝
打
ち
て
社
殿
い
き
い
き
笛
の
音	

	
�

中
嶋　

良
秋

耕
し
に
残
暑
の
恵
糧
お
お
し	

	
�

高
野　
　

修

空
蝉
や
帰
ら
ぬ
父
の
碑
に
残
し	

	
�

仲
俣　

一
重

風
の
道
手
ま
ね
き
し
て
る
吾
亦
紅	

	
�

東　

奈
々
子

う
つ
う
つ
も
夕
立
去
り
て
晴
れ
晴
れ
す	

	
�

龍
野　

由
子

転
院
の
福
祉
車
両
や
刈
田
道	

	
�

田
宮　

秀
英

青
空
に
眩
し
く
光
る
朝
日
見
ゆ	

	

　
　

退
院
予
定
日
待
ち
い
る
病
床	

	
�

坂
井　

寿
男

戦
は
ノ
ー
こ
の
文
明
の
世
で
す
も
の	

	

　
　

話
せ
ば
わ
か
る
世
界
に
し
た
い	

	
�

外
山　

吉
恵

家
々
に
コ
ス
モ
ス
の
咲
く
季
節
な
り	

	

　
　

外
は
真
夏
日
汗
の
し
た
た
る	

	
�

井
澤
喜
世
恵

は
じ
め
て
の
靴
は
く
孫
の
一
歩
二
歩	

	

　
　

指
さ
す
先
に
コ
ス
モ
ス
の
花	

	
�

大
川
け
さ
み

 

「
短
歌
」

 

「
俳
句
」� 


（
飯
綱
俳
友
会
）

御柱

榊山行進
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はぐくむ

あひる組（2歳児）
お友達と一緒に手をつないでお散歩に出かけ、「み
てみて～」、「いっぱい拾ったよ！」とたくさんの秋を
見つけました！

うさぎ組（3歳児）
「ここの道を通るんだよね～」と皆で話しながら福井神社に
行きました。ブランコに乗ったり木の上に座ったり、いっぱい
楽しみました！ 整備、いつもありがとうございます。

きりん組（5歳児）
運動会のリレー。同じチームの仲間が「がんばれー。」って、
応援してくれたよ。

ぱんだ組（4歳児）
おやつで食べるとうもろこしの皮むきに挑戦!!黄色い粒が見え
ると、「わぁ‼」と歓声があがりました。

きりん組（5歳児）
みんなで作ったしまのないスイカ。「あまくておいしかったよ。」

全園児とひよこ組（0・1歳児）
運動会のテーマ「なんぶっ子オリンピック」の前でハイポーズ。
一人ひとりの顔を貼り合わせて五輪マークを作りました。
未満児：とびっきりの笑顔の写真を貼りました。　年少：髪の毛をはさ
みで切って作りました。　年中：輪郭をはさみで切り、マーカーで顔を描
きました。　年長：クレヨンと絵具を使って描きました。

～南部保育園活動紹介～


